
 

令和４年度 釧路高専出前授業 指導案 

小学校５、６年生向け 

 

テーマ：「Scratch で２輪走行ロボットを走らせよう」 

                        講師：情報工学分野 大槻典行 

                           電気工学分野 谷 尭尚 

                           一般教育部門 浦家淳博 

 

１．指導目標  センサを備えた２輪走行ロボットをプログラムでコントロールする。センサの値 

による状況判断、命令の実行順序を変える仕組みを知り状況に応じた動作を行う 

プログラム構成を考える力を養う。 

 

２．指導内容  Scratchを使ってプログラミングを行い２輪走行ロボットを走らせる。距離センサ 

と光センサの反応を調べ、２輪走行ロボットが障害物を避けたり目的地で停止する 

プログラムを作る。センサの値でプログラムの動作が大きく変化する仕組みを知 

る。 

 

３．学習キーワード 「総合的な学習」 

 

４．授業展開 

段階 学  習  活  動 留 意 点 時間 

導入 
 センサのお話、条件を取り入れたプログラミングとその動作 

 についてのお話。 
 

 

5分 

 

 

展開 

 

・Scratchと Arduinoの使い方。 

 命令ブロックの確認。２輪走行ロボットを走らせてみる。 

・センサの反応と条件によって異なる命令が実行されることを知

る。 

・障害物を避ける仕組みを考える。思い通りにならない場合、その

理由を考える。 

・２種類のセンサを使ったプログラムの動作を考える。障害物を避

け目的地で停止するプログラムを完成させる。 

 

２輪走行ロボット(大きさは 15cm 程度)が走ることのできる大きな

テーブルあるいは場所（床でも可）がある部屋が良い。セッティン

グに 30 分から１時間程度の事前準備が必要です。プロジェクター

あるいは大きなモニターがあると良い。ない場合は要相談。 

 

 

 

 

２〜４人のグ

ループで実習

を行います。 

最大 10グルー

プ 

 

 

 

PC は 10 台ま

で 用 意 し ま

す。 

7分 

 

7分 

 

9分 

 

9分 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

他のグループとプログラムを見せ合って同じプログラムでなくて

も動作が同じになることを知る。条件でプログラムの流れが変わる

ことを理解する。 

 

 

 

8分 

 

計  45分 

 


